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東北大学   

世界を先導する研究フロンティア開拓のためのプロジェクト 
「新領域創成のための挑戦研究デュオ 

～ Frontier Research in Duo(FRiD) ～」の新規採択課題決定

【発表のポイント】

・ 東北大学では、2019 年 9 月に創設した研究プロジェクト「新領域創成のための挑戦研究

デュオ～Frontier Research in Duo (FRiD)～」において、現在まで 9 つのプロジェクトを

推進してきた。今年度、新規課題を学内公募し、16 件の応募課題の中から 2 課題を新た

に採択した。これにより、計 11 プロジェクトで、将来、世界を先導する研究フロンティアの開

拓・研究領域の創成を力強く推進する。

・ いずれの研究課題も分野横断的であり、かつ、海外研究機関の研究者を含む研究体制と

なっていることから、将来、国際的なリーダーシップを取ることが期待される。

【概要】

東北大学は、2019 年 9 月に研究プロジェクト「新領域創成のための挑戦研究デュオ～

Frontier Research in Duo (FRiD)～」を創設し、2019 年から現在まで 9 つのプロジェクトを

推進してきました。

本プロジェクトは、将来、世界を先導する研究フロンティアの開拓・研究領域の創成を力強く

推進するため、10～15 年後トレンドとなり得る挑戦的研究、または萌芽的なアイデアを生み出

すための初期段階にある研究を支援することにより、既成概念にとらわれない新たな価値の

創造、新たな研究領域の創成を果たすことを狙いとしています。

異なる部局の研究者２名（デュオ）程度を中心にし、海外研究機関のパートナーを含む研究

グループからの提案に対し、本学自主財源により 1 研究課題当たり年間 500〜1,000 万円を

５年間支援するものです。

この度、新たなプロジェクトを公募し、16 件の新しい領域創造に挑戦しようとする意欲的な

応募課題より、厳正な審査を行い、2 課題を採択しました。いずれの研究課題も分野横断的で、

かつ、海外機関の研究者を含む研究体制であることから、将来、国際的なリーダーシップを取

る研究となることが期待されます。本プログラムの支援する国際的な連携により、新たな研究

フロンティアの開拓や新たな研究領域の創成が力強く推進されることが期待されます。

引き続き本学は、野心的な研究者の自由で独創的な発想による挑戦的な研究を支援します。



【参考リンク先】 
新領域創成のための挑戦研究デュオ： https://w3.tohoku.ac.jp/frid/ 
 
本プロジェクトのロゴマーク 
 
 
 
 
 
 
※ 2 研究課題の詳細は別紙資料をご参照ください。 

 

【問い合わせ先】 
東北大学研究推進部研究推進課  
担当 研究推進係 松本・田村 
電話 022-217-5014 
E-mail kenkyo-kikaku@grp.tohoku.ac.jp 



Quantum Sensing: From Materials to Universe



- Frontier Research in Duo(FRiD) -

Project Summary

English
Our knowledge of the brain mechanism of language is limited due 
to the lack of appropriate animal models to study. Resembling 
human speech, songbirds use sound sequences, songs, for 
communication. In order to obtain the biological basis of the neural 
computation mechanism of language, this project studies the 
mechanism underlying the recognition of communicative signals in 
songbirds. By using the virtual reality technique, we collect songs 
used in various situations, translate them into text data, and analyze 
them from the viewpoint of natural language processing and/or 
theoretical linguistics. We then synthesize the artificial 
communicative signals and analyze how they are recognized by the 
listener using a behavioral analysis and the brain imaging technique, 
how communicative signals change through social interaction.   



- Frontier Research in Duo(FRiD) -

Project Summary

in-situ

The carbon microlattice (CML) is a full-carbon 3D
microarchitecture fabricated by stereolithography 3D printing
(SLA) and subsequent pyrolysis. Employing CMLs as the central
component, we demonstrate the structural battery, a rising
concept which integrates structural components and energy
devices. We will develop deep learning-assisted algorithm for
optimizing mechanical and electrochemical performances. We
also investigate the structures of amorphous carbon that
composes CMLs and the electrochemical processes at an atomic
scale by in-situ measurement with an aberration-corrected
transmission/scanning transmission electron microscope. Finally,
we prototype the CML-based structural battery. Combining SLA,
deep-learning and energy devices, the team will aim at founding a
new research field “carbon microlattices for integration of
structural and functional properties”.
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